
ORACLE ACCESS MANAGER 

 
Oracle Access Manager は、集中型の ID 管理とアクセス管理のた

めの最新のソリューションです。Oracle Identity Management の
コンポーネントである Oracle Access Manager は、Web のシング

ル・サインオン、アクセス・ポリシーの作成と適用、ユーザー

の自動登録と自動サービス、委任管理、およびレポートと監査

といった機能を提供します。Oracle Access Manager は、すべての

主要なディレクトリ・サーバー、アプリケーション・サーバー、

Web サーバー、およびエンタープライズ・アプリケーションをサ

ポートしています。Oracle Access Manager は、シームレスなアプリ

ケーション・サポートを提供するオラクル社の統合ソリューショ

ン Oracle Fusion Middleware を構成する一部です。 

 主な機能と利点 

• オンライン・ビジネス環境で数百万

に及ぶユーザーの管理を自動化する

ことによって、コストを削減します。  

• 識別ポリシーの情報を変更する場合

の待機時間を削減、および認証の柔

軟性を向上させることによって、セ

キュリティを強化します。 

• 企業全体で ID アクセス・イベントの

可視性を向上させ、ユーザーとアプ

リケーションの相互関係に関する意

志決定を促進します。 

• 一貫性のある合理化されたビジネ

ス・ルールや慣行を実践することに

よって、コンプライアンス体制を確

立します。 

• ユーザーに開示される企業の情報や

サービスの範囲を制限または拡大す

ることによって、カスタマとパートナ

の関係に対する制御力を強化します。  

• ID とアクセス管理に、共通のワーク

フロー、管理コンソール、およびレ

ポートのフレームワークを使用する

ことによって、効率を向上させます。  

• Oracle Fusion Middleware に組み

込まれており、アプリケーション

のシームレスな統合および TCO
削減を実現します。 

• オープンでホット・プラグに対応す

る異機種間サポートを提供します。

サポートされているサード・パー

ティ製プラットフォームには、BEA 
WebLogic、IBM WebSphere、および

SAP が含まれています。 

概要 
Oracle Access Manager は、より高レベルのビジネス・アジリティ、ビジネス・パー

トナの統合、および規制順守の実現といった企業ニーズに対応します。Oracle Access 

Manager は、認証とアクセス制御のためのサービスを、豊富な ID 管理機能と組み

合わせることによって、これら企業ニーズへの対応を実現します。  

ID 管理 
Oracle Access Manager の ID 管理サービスでは、ユーザーとグループの管理、パ

スワード管理、および自動管理を提供します。そのスケーラブルなアーキテク

チャおよび委任管理機能によって、複雑な環境にある大規模なユーザー管理を

サポートすることが可能になっています。ID 管理サービスには、次の機能が含

まれています。  

• ユーザー、グループ（ユーザー属性に基づいて定義される動的グループを

含む）、および組織の管理  

• 統合ワークフロー機能によって、ID プロファイルの更新と承認を組織化  

• ユーザー自動管理およびパスワード管理によって、ヘルプ・デスクへの問

い合わせ数を削減  

• 委任管理機能によって、ユーザーの管理を制限なしで管理者とパートナに

委任することが可能 

• ポータル追加サポートによって、Web アプリケーションにシームレスに埋

め込まれる管理機能を実現 

• 高度なカスタマイズが可能な管理コンソールと Web サービス・インタフェー

スによる管理機能  
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 ORACLE IDENTITY MANAGEMENT の 
コンポーネント 
Oracle Access Manager は、異機種間ア

プリケーション環境におけるアクセス制

御、シングル・サインオン、およびユー

ザー・プロファイル管理のための重要な

機能を実行します。  

Oracle Identity Manager は、エンタープ

ライズ ID プロビジョニングおよび整合性監

視のための強力で柔軟なソリューションであ

り、ディレクトリ、電子メール、データベー

ス、およびERP などのエンタープライズ･シ

ステムにおけるユーザーの作成、更新、削除

を自動化します。  

Oracle Identity Federation は、業界唯一

である ID 連携サーバーを使用して、異な

るドメイン間でのシングル・サインオンを

可能にします。このサーバーは、完全な内

蔵型ですぐに使用することができます。  

Oracle Internet Directory は、LDAP v3
に準拠する強固でスケーラブルなディレ

クトリ・サービスで、Oracle Database 
10g プラットフォームに備わる高可用性

機能が活かせます。  

Oracle Virtual Directory は、データを同

期化したり本来の位置から移動したりす

ることなく、既存のエンタープライズ ID
情報に対して、インターネットと業界で

標準となっている LDAP ビューおよび

XML ビューを提供します。  

Oracle Web Services Manager は、ポリ

シー駆動型のセキュリティ機能と管理機

能を、既存または新規の Web サービスに

追加する包括的なソリューションです。  

Oracle Enterprise Single Sign-On は、デ

スクトップ、クライアント･サーバー、カ

スタムベースおよびホストベースのアプ

リケーションといった、ユーザーの全エ

ンタープライズ・リソースにわたって統

合されたサインオン機能と認証機能を提

供します。  

 

ポータル追加によって、ID 管理機能をエンタープライズ Web アプリケーションにシームレスに追加す

ることが可能 

認証とアクセス制御 
Oracle Access Manager は、シングル・サインオンとポリシーベースのアクセス制

御を、Web アプリケーションおよび EJB やサーブレットのような J2EE リソース

に提供します。認証とアクセス制御サービスには、次の機能があります。 

• Web のシングル・サインオンによって、1 回の認証手順で複数のアプリ

ケーションへの安全なアクセスを実現 

• すべての一般的な方法に対する柔軟な認証をサポート（ブラウザのフォー

ム、デジタル証明、およびスマート・カードを含む） 

• 集中型のポリシー管理とポリシー適用によって、コストを削減および IT

管理者の操作の複雑さを低減 

エンタープライズ・アプリケーションのサポート 
Oracle Access Manager は、E-Business インフラストラクチャに統合されます。

Oracle Access Manager は、市場をリードするすべてのサード・パーティ製 Web

サーバー、アプリケーション・サーバー、ポータル、LDAP ディレクトリ、電

子メール・システム、およびリレーショナル・データベースに対して保護、ア

クセス、および管理を実行する組込みエージェントを提供します。Oracle Access 

Manager は、アプリケーション配置のための Oracle 製品共通インフラストラク

チャである Oracle Fusion Middleware に不可欠なコンポーネントであるため、総

所有コスト（TCO）を最小限に抑えることが可能になります。 

整合性レポート 
Oracle Access Manager は統合および集中化された監査レポート機能を備えてお

り、この機能は Oracle Access Manager のすべてのコンポーネントに対応してい

ます。レポートおよび分析のために、すべての操作は保護データベース内で格

納され相互に関連付けされます。組込み ID レポートとセキュリティ・レポー

トは、一般的な監査要件をサポートしています。 

結論 
Oracle Access Managerは、ID管理、シングル・サインオン、集中型のポリシー管

理、および整合性レポートのフレームワークが統合された、業界で最も総合的な

IDとアクセス管理のためのソリューションです。詳細については、

http://www.oracle.co.jp/products/middleware/identity-management/identity-management.

htmlを参照してください。 
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